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教員の部：学部長表彰（教育） 

受賞者 細木 秀彦 

 歯科放射線学分野・准教授 

推薦（受賞）理由 

歯学部での歯科放射線学の卒前・卒後教
育に多大なる貢献があったことによる。 

Profile 校 訓 と 教 訓 

 約 50 年前に卒業した中学校，訓え導くた
めの校訓は「自立・創造・友愛」でした。
自立と友愛は，中学生として一応，理解で
きる，「創造？」，想像との混同は？ 校訓
として意識し，充分に理解，実践できたか
どうか。奇しくも「創造」は自然科学系の
研究者にとっては，最も大切な概念であり
ました。 

次に，高校の校訓は，「質実剛健，文武両
道」，田舎の進学校の校訓そのものです。最
近，これに校歌の一節として受け継がれて
いる「世界の人たれ」がスクール・ポリシ
ーとして加わっています。1994 年からは，
文部省（現：文部科学省）の在外研究員と
しての８ヵ月を含めて，１年半にわたって
スウェーデン王国の Lund 大学（現：Malmö
大学）で在外生活を経験しました。多少な
りとも，実践できたかといったところです。

もう一方の教訓，亡くなられた上村 先生
からは，「画像診断における画像形成の基本
である，接線効果と重積効果の重要性。」に
ついて教わりました。また，誉田 先生から
は，「放射線防護と放射線管理の重要性，と
りわけ放射線関連の法令遵守の必要性。」を
教訓としていただきました。これらに，自
らは「歯根膜腔，歯槽硬線と骨硬化像の意
義。」を加え，以上を理解し身につけること
が一般歯科医としての歯科放射線学の教訓
と考え，卒前・卒後教育を進めてきました。 

ここにきて，AI，ChatGTP とかいう聞きな
れない外来語を耳にするようになりました。
これまで，シャウカステン上にＸ線フィル
ムを並べて「ああでもない，こうでもない。」
と診断に思いを巡らせていた時代が懐かし
く思われます。人工知能にとって代わられ
ることになると，我々，歯科放射線専門医
の立場が脅かされることになるかもしれま
せん。

昭和の香りのする教員は，そろそろ退場
し，令和の時代に相応しい，新しい感覚を

もった次の世代の人に引き継ぎたいと思い
ます。今回の受賞に加え，昭和 62（1987）
年４月に助手（現：助教）として任官され
て以来，37 年の長きにわたり，歯科放射線
学教育に一緒に携わっていただいた総ての
方々に感謝したいと思います。 

ありがとうございました。 

教員の部：学部長表彰（教育） 

受賞者 松田 岳 

口腔顎顔面補綴学分野・助教 

推薦（受賞）理由 

徳島大学歯学部歯学科 5年次後期から開
始する臨床実習の教育に尽力した。 

Profile 

この度，令和 5 年度歯学部優秀教育賞と

いう、素晴らしい名誉ある賞をいただき,

誠にありがとうございます。関係各位の先

生方に深く感謝申し上げます。 

 私は，平成 22 年に 28 期生として本学

を卒業し，大学院博士課程に進学しました。

修了後，口腔顎顔面補綴学分野に所属した

のち，平成30年4月に臨床実習担当教員を

拝命いたしました。 

今回の受賞をきっかけに業務を振り返り

ますと，前任の本田剛先生から業務を引き

継いで以来，艱難辛苦の連続でした。実習

中の針刺し事故の対応，技工室のぼや，い

わゆる卒業試験を突破できず，修業年限オ

ーバーの学生の最後通告，コロナ禍…。楽

しいことも多々あったかと思うのですが，

振り返ると厳しい，辛く苦い思い出が思い

起こされます。そんな状況でも，なんとか

仕事を継続することができたのは，ひとえ

に周りの先生方の支えがあったことを忘れ

ることはできません。様々な局面でご迷惑
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をお掛けしサポートしていただいた一診ラ

イターの先生，緊張するセンター会議を温

かい眼差しでフォローしていただいた先

生方，会議の準備や学生の面倒をみていた

だいた学務係や教室系職員の方々など，多

大な支えがあってのことでした。この場を

お借りして感謝申し上げます。また，卒業

した学生の活躍を聞くと，この業務を担当

してよかったと充実感を感じることもあり

ます。しかし気掛かりがあるとすれば，卒

業した学生のすべてが，歯科医師免許を取

得できているわけではないことです。あん

なに大変な実習を乗り越えてきた，そんな

卒業生にはぜひ大願成就してもらいたいと

思っています。 

現在は，口腔顎顔面補綴学分野に戻り，

臨床実習を担当した経験を生かして，この

賞の名に恥じぬよう，今後もより一層精進

し，卒前や卒後の教育に取り組みたいと考

えています。 

教員の部：学部長表彰（研究） 

受賞者 三好 圭子 

口腔生命科学分野・准教授 

推薦（受賞）理由 

ライソゾーム病（指定難病 19）の１つで
あるゴーシェ病の原因遺伝子GBAの新規発現
調節機構を解明した。（Commun Biol. 5(1), 
639, 2022） 

Profile 

この度は研究部門での学部長表彰並びに

四国歯学会賞を賜り，誠にありがとうござ

いました。私は 1994 年に本歯学部を卒業

後，大学院生として口腔生化学講座に進学

した後，同講座の助手として採用され，米

国 NIH 客員研究員，帰国後，本歯学部分子

医化学分野にて講師，准教授，現在は口腔

生命科学分野の准教授として基礎医学の教

育と研究に携わって参りました。2021年に

は教育教授の称号を賜り，現在に至ってお

ります。  

振り返りますと，細胞の運命決定機構の

ダイナミズムに魅了されてから今日までに，

モデル動物を用いた唾液腺や乳腺，歯の研

究や，口腔粘膜線維芽細胞由来 iPS 細胞の

樹立を機にヒトの疾患研究に携わり，細胞

の運命決定・分化機構の実体を解明するた

めの研究を続けております。

この度の受賞内容は小児の希少難病であ

るゴーシェ病(GD)の原因遺伝子 GBA の発現

調節に関する研究です。GDに関する研究は，

医学部・薬学部の先生方との疾患 iPS 細胞

の共同研究に参画したことが発端です。GD

は GBA 遺伝子の変異により，翻訳産物であ

るβ-グルコセレブロシダーゼ(GCase; リ

ソソーム代謝酵素の１つ)の酵素活性が失

われ，基質であるグルコシルセラミドがリ

ソソームに蓄積して発症します。しかし，

遺伝子変異と病態に必ずしも相関がなく，

その診断法と治療法の開発のためには，

GCase の発現量や機能を制御する未知の分

子機構の解明が必要です。本受賞研究では，

GBA 遺伝子の遺伝子構造を再解析すると共

に，細胞特異的な GBA 遺伝子の新たな発現

調節機構の存在を明らかにしました。今後，

GD研究については，さらに翻訳調節に関わ

る可能性のある遺伝子修飾に注目しながら，

最終的には疾患 iPS 細胞を用いて病態メカ

ニズムの解明に貢献したいと考えておりま

す。

最後になりましたが，私はこれまで人と

の出会いに恵まれて参りました。共同研究

者や所属分野の皆様，総合研究室の皆様に，

この場をお借りして感謝申し上げるととも

に，今後も教育，研究に尽力して参る所存

ですので，どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。 
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教員の部：学部長表彰（研究） 

受賞者 工藤 景子 

歯科口腔外科(口腔外科)・講師 

推薦（受賞）理由 

2022（令和 4）年度，筆頭論文 2編を掲載
したため。 
(1) J Mater Sci Mater Med. 34:2, 2022.
DOI: 10.1007/s10856-022-06710-2
(2) Oral Sci Int. February 2023. DOI:
10.1002/osi2.1176

Profile 

この度は，学部長表彰を賜り，大変光栄

に存じます。 

私は，1998年に徳島大学歯学部を卒業後，

口腔外科学第一講座（当時）に入局しまし

た。同時に大学院博士課程へ進み，里村一

人先生（現 鶴見大学教授）のご指導のも

と，内軟骨性骨化におけるレプチンの細胞

生物学的役割を解明する研究を行い (J 

Hitstochem Cytochem 2002)，2002 年 3月

に学位を取得しました。徳島大学歯学部附

属病院の医員を経て，2004年に口腔外科学

第一講座の助手（2007年より助教）を拝命

し，研究・教育に従事するとともに，2005

年には日本口腔外科学会専門医を取得し，

口腔外科医として臨床の研鑽を積みました。 

2009年，口腔外科学第一講座・第二講座

の教室再編の際に，宮本洋二教授の教室で

ある口腔外科学第二講座（現 口腔外科学

分野）へ異動いたしましたが，翌年，三つ

子を出産し，研究キャリアが停滞しました。

多胎育児は想像を絶するもので，育児休暇

を経ての復帰後は，以前のようには仕事を

遂行できず，多くの方々にご迷惑をお掛け

しながら数年が過ぎました。それでも，宮

本教授をはじめ，医局の皆様のご理解とご

支援により，少しずつ研究再開への道筋も

開け，2015年以降，人工骨補填材である炭

酸アパタイト顆粒の基礎研究と治験に携わ

る機会を頂きました（J Oral Maxillofac 

Surg 2019；J Periodontal Implant Sci 

2019）。Translational research を実践し，

炭酸アパタイト顆粒の実用化に貢献できた

ことは，口腔外科医として，とても嬉しい

限りです。2020年に日本口腔外科学会指導

医を取得し，同年，講師に任用されました。

その後も研究を進め，2022年度は炭酸アパ

タイトの多孔体ブロックの基礎研究に関す

る論文など２編が欧文学術誌に掲載されま

した。

今回の受賞は私個人の力ではなく，これ

まで支えてくださった方々全てのお陰です。

感謝の気持ちを忘れずに，そして私が受け

たご恩をお返しすべく，今後も精進して参

ります。 

教員の部：学部長表彰（研究） 

受賞者 常松 貴明 

口腔分子病態学分野・准教授 

推薦（受賞）理由 

細胞周期調節因子のタンパク質分解機構
による量的制御機構を明らかにするととも
にがんの進展や生命現象における役割の解
明を行なった。 

Profile 

この度は歯学部長表彰（研究）という名

誉ある賞を頂戴し，大変光栄に存じます。

ご推薦いただきました先生方に感謝申し上

げます。 

 私は 2009 年に広島大学歯学部歯学科

を卒業後，広島大学病院での臨床研修を経

て，広島大学口腔顎顔面病理病態学研究室

に入局し，病理学の臨床・研究の道に進み

ました。当時，同研究室の助教であった工

藤保誠先生（現口腔生命科学分野教授）と

ともに学部学生時代より口腔がんの浸潤・

転移機構の解明，タンパク質分解機構の破

綻がもたらすがんの進展機構の解明に関す

る研究を行ってまいりました（Nat Commun 

2013 他）。 
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 学位を取得後，日本学術振興会特別研

究員（PD）に採用され、2013 年 10 月より

現在の所属である口腔分子病態学分野に赴

任いたしました。赴任後，石丸直澄先生が

ご専門とされるシェーグレン症候群や自己

免疫疾患に関する研究を勉強させていただ

くとともに，引き続き，工藤先生とがんに

関する研究を行いました。また，大学院生

の近藤智之先生とともに自己免疫疾患をモ

デルにおける新規腫瘍免疫システムの解明

にも取り組みました（Lab Invest 2016 他）。

加えて，臨床面でも石丸先生のご指導のも

と，口腔病理専門医を取得し，口腔病理学

の研鑽を積みました。 

 2015 年 10 月より常山幸一先生が主催

される医学部疾患病理学分野の助教に採用

され，全身の病理診断学の研鑽を積むとと

もに，引き続き，口腔分子病態学分野で研

究を続けました。常山先生のご厚意で2018

年から日本学術振興会海外特別研究員とし

て米国バージニア大学医学部の Anindya 

Dutta 先生の研究室に留学する機会に恵ま

れ、DNA 損傷応答や脱ユビキチン化酵素に

関する研究に従事いたしました。 

 2019 年 10 月に帰国し，口腔分子病態

学分野の助教に着任し，口腔病理学の教

育・臨床と併せて、これまで行ってきたが

んに関する研究を続けてきました（J Cell 

Sci 2020 他）。2022 年からは准教授として，

これまでのがんに関する研究を発展させる

とともに，新たな視点からがん特殊化リボ

ソームの同定やがんの共食いの分子機構の

解明といった独自性の高いテーマに取り組

んでいます。今後も引き続き，病理学を基

盤としたがん研究を発展させ，歯科医学な

らびに医学の発展に貢献できるよう努力し

ていきたいと考えております。

教員の部：学部長表彰（研究） 

受賞者 SwarnaLakshmi Raman 

顎機能咬合再建学分野・大学院生 

推薦（受賞）理由 

大学院生であり，International Journal 
of MolecularSciences（IF 6.208）、Journal 
of Personalized Medicine（IF 3.508）にお
いて筆頭著者論文を出版した。その他，
Journalof Prosthodontic Research （ IF 
4.338）において筆頭著者論文がアクセプト
された。 

Profile 

I joined Tokushima University in the 

year 2019 to pursue Ph.D in the 

Department of Stomatognathic Function 

and Occlusal Reconstruction. I was 

interested to pursue research as my 

career after my masters in Oral 

Pathology in SRM Dental College in 

India. I joined the neuroscience team 

under Prof. Yoshizo Matsuka and started 

my research in the orofacial pain 

mechanisms. Trigeminal neuralgia is a 

chronic orofacial pain for which 

effective management is challenging due 

to its complex underlying mechanisms. 

Carbamazepine is the drug of choice but 

possesses several side effects. 

Microvascular decompression is the most 

preferred surgical technique, although 

invasive. Therefore, effective 

management of chronic orofacial pain is 

desired. Tetrahydrobiopterin (BH4) is 

an essential cofactor involved in the 

production of several neurotransmitters. 

Previous research reports suggested the 

upregulation of BH4 in chronic pain. 

This study aimed to evaluate the 

analgesic effect of tranilast in 

relieving neuropathic pain and analyze 

the changes in the gene regulation 

involved in BH4 synthesis using 

trigeminal ganglion. von Frey test 

showed significant changes in the 

ipsilateral side of the nerve injury 
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model. Tranilast responded well with 

significant changes in pain tolerance. 

The rotarod performance test showed no 

significant changes in the tranilast 

group whereas, a reduced retention time 

on the rod for carbamazepine treated 

group, which signifies reduced motor 

coordination. Downregulation of the 

sepiapterin reductase (Spr) and 

aldoketo reductase (Akr) genes after 

tranilast injection was observed 

compared to the pain model. RNAscope 

assay showed increased expression of 

Spr gene in the trigeminal ganglion of 

injury model group. These findings 

suggest that tranilast effectively 

treats neuropathic pain. 

Tetrahydrobiopterin (BH4) mechanism 

would be a new avenue for neuropathic 

pain intervention. 

 

 

 

 

教員の部：学部長表彰（臨床） 

受賞者 青田 桂子 

歯科口腔外科（口腔内科）・准教授 

推薦（受賞）理由 

徳島大学病院で全身麻酔手術を受ける患
者に対し周術期口腔機能管理を行う新たな
システムを構築した。 

Profile 

この度は，学部長表彰という大変名誉あ

る賞をいただき誠にありがとうございます。 

2012年に歯科の健康保険に周術期口腔機

能管理が新設されました。徳島大学病院で

は2019年時点で患者数は年間約1,000人，

介入率は対象手術患者の約 35％でした。

2020年 7月，医科歯科連携強化のため北畑

前副病院長の命により周術期歯科業務改善

WG が発足し，WG 長に任命していただきま

した。WGの目標を「全身麻酔手術患者全例

に周術期口腔機能管理を行う」に定め，有

効で効率的，かつ持続可能な周術期口腔機

能管理新システムの構築に取り組みました。

新システムでは，対象を外科系診療科の全

身麻酔手術患者全例に決定し，①医科から

歯科への包括的依頼 ②マウスプロテクタ

作製は歯科医師の判断に委任していただく

こととし，外科系診療科 10 科の診療科長

のもとへ説明に伺いました。各診療科長と

も口腔ケアの重要性を認識していただき，

新システム導入を快諾してくださいました。

その後，各診療科医局会，看護部連絡協議

会等で新システムの説明会を行い，2021年

1 月から導入を開始しました。導入後，口

腔管理センターを受診する患者数は劇的に

増加しましたが，2021 年 1 月から 2022 年

3 月まで歯科診療科 7 科から応援歯科医師

を派遣していただいたおかげで乗り切るこ

とができました。その間，毎月 WG を実施

し，業務の見直しや効率化に取り組みまし

た。現場の努力と多くの方々の協力を得て，

2022年度は 2,261 人の患者に周術期口腔機

能管理を行い，介入率は 66.5%にまで増加

しました。 

このプロジェクトは，北畑前副病院長，

湯本副病院長のご指導と WG 委員，各診療

科の先生方，歯科衛生士，歯科技工士，事

務職員の協力があって成し遂げられました。

今後はさらに多くの患者に質の高い周術期

口腔機能管理を行うとともに，切れ目のな

い歯科医療提供のため病診連携を強化して

いきたいと思います。併せて，大学病院の

使命として，①多職種の中で対等にカンフ

ァレンスができる歯科医師・歯科衛生士の

育成 ②臨床研究によるエビデンスの確立

と発信を行っていきたいと考えています。 
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教員の部：学部長表彰（臨床） 

受賞者 髙丸 菜都美 

歯科口腔外科（口腔外科）・講師 

推薦（受賞）理由 

口腔外科診療、地域医療への貢献および

後進育成に寄与してきたため 

Profile 

この度は，大変栄誉ある歯学部長表彰

（臨床）を受賞させていただき，誠に有難

うございました。ご推薦いただきました先

生方に厚く御礼申し上げます。 

私は 2004 年に徳島大学歯学部を卒業後，

第 2 口腔外科（現口腔外科学分野）に大学

院生として入局し，博士号を取得しました。

学位取得後，秋田大学医学部附属病院麻酔

科で全身管理について研鑽を積んだ後，徳

島大学口腔外科に戻り，日本口腔外科学会

専門医，さらには女性では数少ない 30 代

での口腔外科学会指導医を取得しました。

また，口腔外科関連病院の新規立ち上げの

ために高松みんなの病院に出向し，診療体

制および院内周術期管理の整備，香川県歯

科医師会とのネットワークの構築を行い，

地域医療への貢献も行ってきました。その

後，再び大学病院に戻り，現在は口腔外科

学分野の講師・外来医長として診療および

後進の育成に励んでいます。 

 私の臨床に対するポリシーは，より良

い医療を提供するのはもちろんのことです

が，患者に信頼される歯科医師であること，

安心安全な医療が提供できる知識や技術を

習得すること，口腔外科医療技術の向上を

常に図ることです。特に，診断・治療技術

や医療機器については日進月歩しておりま

すので，患者に還元できるよう学術大会や

研修会等に積極的に参加し，常に自分をア

ップグレードする姿勢が大切であると考え

ています。また，最近でこそ女性歯科医師

が増えてきていますが，歯科業界，特に，

口腔外科は未だにいわゆる「男社会」です。

それに屈することなく，努力し続けること

で，女性口腔外科医でも男性口腔外科医と

遜色なく活躍できるチャンスを掴むことは

可能であると考えます。 

 今後も口腔外科の発展と患者へ安心安

全な医療を提供できる後進の育成に励む所

存ですが，女性口腔外科医の憧憬となる新

たなロールモデルとなるよう自分自身精進

し続けたいと思います。 

 

 

 

 

大学院生の部：優秀学位論文 

受賞者 Shengjian Jin 

口腔科学研究科口腔科学専攻 

口腔生命科学分野 4年次 

受賞論文 

Involvement of the OTUB1-YAP1 axis in 

driving malignant behaviors of head and 

neck squamous cell carcinoma 

Shengjian Jin, Takaaki Tsunematsu, 

Taigo Horiguchi, Yasuhiro Mouri, Wenhua 

Shao, Keiko Miyoshi, Hiroko Hagita, 

Motoharu Sarubo, Natsumi Fujiwara, 

Guangying Qi, Naozumi Ishimaru, Yasusei 

Kudo. Cancer Med 2023 Dec;12(24) 22156-
22169 2023 

論文概要 

Deeply understanding the intricate 

molecular mechanisms underlying head 

and neck squamous cell carcinoma 

(HNSCC) is of paramount importance in 

the development of effective treatment 

strategies. HNSCC, a common malignancy 

of the head and neck region, poses 

significant challenges to patients and 

clinicians due to its aggressive nature 

and limited treatment options. 

Therefore, identifying novel 

therapeutic targets is crucial in 
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improving the prognosis of HNSCC 

patients. 

One promising area of research is the 

role of deubiquitinating enzymes (DUBs) 

in cancer development. DUBs regulate 

ubiquitin-dependent pathways, which 

play a pivotal role in cell cycle 

progression, apoptosis, and signal 

transduction. Given their crucial roles 

in cellular homeostasis, DUBs have 

emerged as potential targets for cancer 

therapy. 

In our study, we aimed to pinpoint a 

potential DUB-based target for 

addressing HNSCC. To achieve this, we 

embarked on a meticulous screening 

process, leveraging RNA sequencing data 

and clinical insights from HNSCC 

patients in the TCGA database. This 

comprehensive approach allowed us to 

identify a cohort of 88 DUBs that are 

potentially involved in HNSCC 

pathogenesis. 

By analyzing this cohort, we sought to 

unveil those DUBs that are tightly 

linked to unfavorable prognoses in 

HNSCC patients. Among the scrutinized 

DUBs, namely USP10, USP14, OTUB1, and 

STAMBP, a clear association with 

adverse prognoses in HNSCC patients was 

established. This finding suggests that 

these DUBs may play a significant role 

in driving the progression of HNSCC. 

To further investigate the role of 

these DUBs in HNSCC, we employed 

genetic modifications to induce 

overexpression of specific DUBs within 

HNSCC cells. This allowed us to 

comprehensively assess their impacts on 

cellular proliferation, invasion, and 

even in vivo tumor growth. Our results 

were remarkable, as OTUB1 exhibited the 

most pronounced aggressive tendencies 

in both controlled in vitro and in vivo 

experiments. 

This led us to delve deeper into the 

molecular mechanisms underlying the 

role of OTUB1 in HNSCC. Our meticulous 

exploration unveiled that OTUB1 plays a 

pivotal role in governing the stability 

and nuclear localization of YAP1, a 

critical substrate orchestrating 

cellular proliferation and invasion. 

YAP1 is a key transcriptional co-

activator that plays a crucial role in 

regulating cellular growth and 

tumorigenesis. By stabilizing and 

promoting the nuclear localization of 

YAP1, OTUB1 effectively potentiates its 

oncogenic functions, thus driving the 

progression of HNSCC. 

An intriguing observation from our 

study is the positive correlation we 

identified between OTUB1 expression and 

the HNSCC-YAP score in HNSCC cells. 

This finding suggests that the OTUB1-

YAP1 axis may serve as a prognostic 

marker for HNSCC, allowing clinicians 

to better stratify patients and tailor 

treatment strategies accordingly. 

In summary, our study elucidates the 

pivotal involvement of OTUB1 in driving 

the progression of HNSCC by 

orchestrating the modulation of YAP1. 

This finding opens up new avenues for 

the development of novel therapeutic 

strategies aimed at targeting the 

OTUB1-YAP1 axis in HNSCC. By disrupting 

this oncogenic axis, we may be able to 

effectively suppress tumor growth and 

improve the prognosis of HNSCC patients. 
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大学院生の部：優秀学位論文 

受賞者 Swarna Lakshmi Raman 

口腔科学研究科口腔科学専攻 

顎機能咬合再建学分野 4年次 

受賞論文 

Analgesic effect of tranilast in an 
animal model of neuropathic pain and its 
role in the regulation of 
tetrahydrobiopterin synthesis, Raman S, 
Waskitho A, Raju R, Iwasa T, Ikutame D, 
Okura K, Oshima M, Matsuka Y,  
International Journal of Molecular 
Sciences 23:5878, 2022.  

論文概要 

Trigeminal neuralgia is a chronic 

orofacial pain for which effective 

management is challenging due to its 

complex underlying mechanisms. 

Carbamazepine is the drug of choice but 

possesses several side effects. 

Microvascular decompression is the most 

preferred surgical technique, although 

invasive. Therefore, effective 

management of chronic orofacial pain is 

desired. Tetrahydrobiopterin (BH4) is 

an essential cofactor involved in the 

production of several neurotransmitters. 

Previous research reports suggested the 

upregulation of BH4 in chronic pain. 

This study aimed to evaluate the 

analgesic effect of tranilast in 

relieving neuropathic pain and analyze 

the changes in the gene regulation 

involved in BH4 synthesis using 

trigeminal ganglion. von Frey test 

showed significant changes in the 

ipsilateral side of the nerve injury 

model. Tranilast responded well with 

significant changes in pain tolerance. 

The rotarod performance test showed no 

significant changes in the tranilast 

group whereas, a reduced retention time 

on the rod for carbamazepine treated 

group, which signifies reduced motor 

coordination. Downregulation of the 

sepiapterin reductase (Spr) and 

aldoketo reductase (Akr) genes after 

tranilast injection was observed 

compared to the pain model. RNAscope 

assay showed increased expression of 

Spr gene in the trigeminal ganglion of 

injury model group. These findings 

suggest that tranilast effectively 

treats neuropathic pain. 

Tetrahydrobiopterin (BH4) mechanism 

would be a new avenue for neuropathic 

pain intervention. 

 

 

 

大学院生の部：優秀学位論文 

受賞者 枡富 由佳子 

口腔科学研究科口腔科学専攻 

口腔顎顔面補綴学分野 4年次 

受賞論文 

Mouth breathing reduces oral function 

in adolescence.Yukako Masutomi, 

Takaharu Goto, Tetsuo Ichikawa 

Scientific Reports,14(1), 3810, 2024. 

論文概要 

口呼吸は口腔内の乾燥や齲蝕、歯周病と

の関連のみならず、顎顔面の成長発育や不

正咬合との関連が示唆され、その重要性が

指摘されている。一方、舌機能は乳幼児期

の吸啜からその後の咀嚼、嚥下に至るまで

非常に重要な役割を果たすことが知られて

いるものの、口呼吸者における舌機能を含

めた口腔機能の実態および顎顔面形態、そ

してそれらの関連は明らかにされていない。

そこで本研究では、今日まで全く検討され

ていない青年期における口呼吸、鼻呼吸を

含めた呼吸様式と舌運動機能を含めた口腔

機能および顎顔面形態との関連を検討した。 

被検者は、一歯科医院にて幼少期から定

期管理を継続している患者 103 名（平均年
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齢 16.6±2.7 歳）とした。呼吸様式は、

Kogue らの報告を元に聞き取り調査で判定

した。顎顔面形態は、側面頭部エックス線

規格写真で評価した。口腔機能として、最

大咬合力、咬合接触面積、口唇閉鎖力、舌

圧、咀嚼能力を測定し、不正咬合の状態の

有無についても調査した。なお本研究は、

徳島大学病院生命科学・医学系研究倫理審

査委員会の承認（承認番号：3912）を得て

行った。 

被検者のうち口呼吸者の割合は 20.4%で

あった。また、不正咬合の有無と呼吸様式

との間に有意な関連は認められなかった。

FMA、ANS-ME の値に関して、口呼吸者は鼻

呼吸者と比較して有意に大きい値を示した。

一方で、第 3 頸椎に対する舌骨の位置を示

す C3-H に関して、口呼吸者は鼻呼吸者と

比較して有意に小さい値を示した。口腔機

能に関して、全口唇閉鎖力、舌圧、咀嚼能

力においては口呼吸者が鼻呼吸者と比較し

て有意に低い値を示した。 

以上の結果より、青年期の口呼吸者では

鼻呼吸者と比較して、形態的には舌骨が後

方位に位置し、下顎が後方に回転しており、

機能的には口唇閉鎖力、舌圧、咀嚼能力で

示す口腔機能が有意に低く、とくに舌圧が

口呼吸に有意に影響を与えることが明らか

となった。このことより、青年期における

呼吸様式に対して口腔機能の中でも舌機能、

およびそれに関連する顎顔面形態が影響す

ることが示唆された。本研究結果は、口呼

吸を引き起こす要因解明に対する一助にな

ると考える。 

 

 

 

 

大学院生の部：優秀学位論文 

受賞者 芽形 真奈 

口腔科学研究科口腔保健学専攻 

口腔保健支援学分野 2年次 

受賞論文 

Porphyromonas gingivalis の  Outer 

membrane vesicles が血管透過性に与える影

響 芽形 真奈 

論文概要 

血管経由で遠隔臓器に送達される

Porphyromonas gingivalis(Pg) 由 来 の

Outer membrane vesicles(OMVs)が全身疾

患に関与する可能性が提唱されているが，

これが血管機能に与える直接的な影響は解

明されていない。本研究では，Pg(野生株

または Rgp/Kgp 遺伝子欠失株)から抽出し

た OMVs(以下，Pg OMVs)を用いて，血管透

過性への影響に関する各種解析を行った。

まず，マウスを用いた Miles assay および

HUVEC や HPMEC を用いた Transwell assay 

systemにより血管透過性を評価した。次に，

HUVEC と HPMEC を用いてストレスファイバ

ーの形成や VE カドヘリン(VEc)の発現変化

を解析するとともに，リソソーム/後期エ

ンドソーム経路への関与ならびに，Pg 

OMVsによるこれらの現象へのジンジパイン

や Rho キナーゼの影響について各種阻害剤

を用いて解析した。その結果，Pg OMVs は

マウス皮下組織や HUVEC・HPMEC での血管

透過性を亢進させ，ストレスファイバーの

形成や VEc タンパク質のレベル低下を誘導

した。リソソーム阻害剤で処理した HUVEC

では Pg OMVs による核周辺での VEc の集積

を認め，その一部が LAMP1 の局在と一致し

た。以上から，Pg OMVs による VEc タンパ

ク質のレベル低下はリソソーム/後期エン

ドソームによるタンパク質分解経路の亢進

が一因であることが示唆された。一方，ジ

ンジパインはストレスファイバー形成や

VEc タンパク質の分解に関与しなかった。

Rho キナーゼ阻害剤でこれらが解除された

ことから，Pg OMVs が誘導する血管透過性

の亢進に Rho キナーゼが重要な役割を担う

ことが示唆された。これらの結果は，Pg 

OMVsによる血管透過性の亢進がストレスフ

ァイバーの形成や VEc の分解によることを

示す新たな知見である。 
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学部学生の部：学会発表 

発表者 湯本 華帆（歯学科 6年） 

指導教員 松香 芳三(顎機能咬合再建学分

野・教授)  

発表題目 デジタル技術を用いて製作した

ミュージックスプリントの内面適合性に関

する検討（第一報） 

（ A Study on the Internal Surface 

Compatibility of Music Splints 

Fabricated Using Digital Technology：

First Report） 

共同発表者 武川 大輔 1)，鈴木 善貴 2)，鴨

居 浩平 3)，大川 敏永 4)，大倉 一夫 2)，小

澤 彩 2)，柴垣 あかり 2)，富永 賢 3)，保坂 

啓一 1)，松香 芳三 2)  

1) 徳島大学大学院医歯薬学研究部再生歯科

治療学分野 

2) 徳島大学大学院医歯薬学研究部顎機能咬

合再建学分野 

3) 徳島大学病院医療技術部歯科医療技術部

門技工室 

4) 徳島大学大学院医歯薬学研究部総合診療

歯科学分野 

学会名 第2回日本演奏芸術医学研究会学術

集会 

開催場所 順天堂大学 有山登メモリアル

ホール（文京区） 

発表期日 令和 5年 7月 16 日（日） 

発表方法 口頭発表 

発表内容・自己評価 

シングルリードの木管楽器は，演奏時に

下顎前歯の持続的圧迫による下唇粘膜の痛

み，咬傷や歯列不正をきたしやすい。ミュ

ージックスプリント(Mus)を演奏時に装着

することでこれらの悪影響を抑制できる。

本研究では，Mus の内面デザインが適合に

与える影響を検討した。 

実体顕微鏡を用いた適合精度の評価で唇

側面被覆型では，スペーサーを 0.1mm，切

縁被覆型では上部鼓形空隙をブロックアウ

トし，0.1mm のスペーサーを付与した場合

に，最も浮き上がりの少ない結果となった。 

今後，臨床応用するには，STL データの

重ね合わせによる評価法を確立していく必

要がある。この手法では，叢生部分に干渉

が起きやすく，スペーサー量を増幅させる

と改善されることが分かった。但し，現状

では重ね合わせを行う基準点の選択方法に

課題がある。 

本研究では軟性素材で最も薄い 0.5mm 厚

の Mus の製作を実現できた。今後，複数人

のデータを収集し，Mus 内面デザインの設

計方法を標準化し，被験者の主観的な装着

感と，本結果が一致するかを検討していき

たい。 

質疑応答では，演奏時に Mus に振動が加

わることで内面適合が良いと示す指標や条

件が変わるのではないかと意見をいただい

た。そのため，今後外面デザインや厚みの

設計方法を検討した後に，奏者の口腔内で

再度内面デザインを振り返る必要があると

考える。研究を継続するにあたって新たな

知識を得ることができる良い機会となった。

今回の発表において反省すべき点は，発表

原稿を読んだことである。次回発表の機会

があれば，投影したスライドを参照しつつ

発表内容をその場で考えながら，タイムコ

ントロールできるようになりたい。また，

話すスピードや伝わりやすい話し方などに

ついても学びたい。 

学会参加報告 

「全部床義歯製作・装着後に、義歯使用

方法について楽器演奏を考慮したアドバイ

スを行った症例」 

管楽器演奏時の吸啜や口腔内を陰圧にす

るような動作により全部床義歯の吸着性が

阻害され，上顎においては頻繁に義歯が落

下する。このような場合，義歯の辺縁封鎖

性を増強させるか，口腔内湿潤剤を演奏時

に使用することで解決できる症例が多い。

しかし，口腔内湿潤剤や人口唾液がどの管
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楽器においても為害作用がないか懸念され

る。口腔内を陰圧にする動作は，抜歯窩の

出血も促すため、1 週間は演奏を休止する

様指導すべきである。そのため，管楽器奏

者では特に抜歯時期について話し合う必要

がある。 

「音楽の起源―それは祈りから始まった」 

大脳を解析すると，絵画など他の芸術を

鑑賞する際，必ず言語野を介するが，音楽

は唯一言語を介さずとも，情動系や運動系

を作用させることができるものである。つ

まり，音楽はヒトの感情に直結し，運動や

活動に作用することができる。 

「ダンス障害を診療する PT に伝授したい，

クリニカルリーズニング」 

セラピィ研究会学術集会では，バレエダン

サーのダンス障害について学んだ。バレエ

はオフシーズンが無く，コンディショニン

グを行う時間不足にあり，「踊り続ける美

徳」という伝統の下，怪我のケアには消極

的な文化がある。医療者の介入においても，

これらの文化を理解したサポートが必要で

ある。 

 

 

 

学部学生の部：学会発表 

発表者 板東 佑実（歯学科 4年） 

指導教員 日野出 大輔（徳島大学大学院

医歯薬学研究部口腔保健衛生学分野・教授） 

発表題目 徳島大学病院通院妊婦への口腔

健康管理推進の取り組み 

共同発表者 武市 真那実 1) ,福島 みどり
2) ,佐原 久美子 2,3) ,天羽 紗生 2) ,久保 枝

莉 2) ,武川 香織 2) ,真杉 幸江 2) ,曽根 一

華 3) ,仁木 希美 3) ,福井 誠 2,3) ,日野出 大

輔 2,3)  

1) 徳島大学歯学部口腔保健学科 

2) 徳島大学病院歯科衛生室 

3) 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔保健

衛生学分野 

学会名 第 34 回近畿・中国・四国口腔衛生

学会総会 

開催場所 広島県歯科医師会館（広島市） 

発表期日 令和 5年 10 月 8 日（日） 

発表方法 ポスター 

発表内容 

妊娠期からの口腔保健の推進が重視され

ているが，現在，健康診査の受診控えなど

の背景がある。本研究では，妊婦歯科健康

診査の受診勧奨に繋がる媒体の作成と活用

から，徳島大学病院内での口腔保健の推進

を目指すことを目的とした。 

文献検索などから，妊産婦に必要な口腔

健康管理を実践するための知識に関する要

点をまとめた。また，妊婦歯科健康診査の

受診勧奨に繋がる媒体（リーフレット①）

を作成し，徳島大学病院通院妊婦全員への

配付を開始した。さらに，歯科保健指導の

際に利用できる妊婦および出産児の口腔健

康管理に関する媒体（リーフレット②）の

作成を目指した。この際，試作案に対する

評価アンケートを病院歯科衛生士に対して

実施し，試作リーフレット②を作成した。

配付後の妊婦歯科健康診査受診状況につい

て調べた結果，受診者の増加傾向が認めら

れた。また，試作リーフレット②に対する

歯科衛生士 18 名からの評価において，16 設

問の5段階評価の中央値はすべて「５」で，

概ね良好な評価を得た。 

妊婦歯科健康診査の受診勧奨に繋がる媒

体配付後の受診者の増加傾向，および妊婦

への歯科保健指導の際に利用できる媒体案

に対する良好な評価から，妊産婦期の口腔

保健推進に有用な媒体の作成ができたと考

える。 

自己評価 

 学会参加者からの本研究へのコメントと

して，①今後のリーフレットの活用の仕方
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への助言（効果的な活用方法）、②行政との

連携の在り方（作成したリーフレットを市

町村への配布も検討してはどうか），③離乳

期の食事方法に関する知識の必要性（手づ

かみ食べなどの具体的な離乳時の保健指導）、

④本リーフレット応用後の妊婦からのアン

ケートの必要性、などがあった。このうち

の対応可能な事項については，リーフレッ

トに反映させるとともに，実施を検討して

いきたいと考えた。 

学会参加報告 

ポスター発表・討論においては，最初非

常に緊張したが，十分に準備したこともあ

り，作成したリーフレットも見せながら，

理解していただけるよう説明を行った。ま

た，学部学生の発表ということで，今後の

活躍を期待する励ましの言葉もいただいた。 

さらに，基調講演にも参加した。本学術

大会のテーマは「生涯を通じた健康づく

り：口腔健康の現状と未来」についての内

容であり，基調講演は「ヘルスプロモーシ

ョンの明日：エビデンス・AI・共創」とし

て，京都大学の中山教授から，公衆衛生の

立場から，今後のヘルスプロモーションに

関わる知識を得た。特に ChatGTP の提言し

た健康保健施策は興味深い内容であり，有

用な活用も検討されるべきであると考えら

れた。 

今後，歯科衛生士として社会に貢献する

ための，非常に貴重な知識を得たと考える。 

  

 

 

学部学生の部：学会発表 

発表者 猿棒 元陽（歯学科 4年） 

指導教員 工藤 保誠（徳島大学大学院医

歯薬学研究部口腔生命科学分野・教授） 

発表題目 頭頚部扁平上皮癌の partial-EMT

における TGFBI の役割 

共同発表者 毛利 安宏 1) ,諸見里 昭 1),山

田 梓紗 1), 金 晟劍 1) ,邵 文華 2) ,萩田 浩

子 1) , 三好 圭子 1),工藤 保誠 1) 

1) 徳島大学大学院口腔科学研究科口腔生命

科学分野 

2) 徳島大学大学院口腔科学研究科分子病理

学分野 

学会名 第 82 回日本癌学会学術総会 

開催場所 パシフィコ横浜（横浜市） 

発表期日 令和 5年 9月 21 日（木） 

発表方法 ポスター 

発表内容 

頭頸部扁平上皮癌（HNSCC）において，

TGFBI は partial-EMT マーカーとして報告

されている。しかしながらその役割の詳細

は未だ明らかにされておらず，私たちは

HNSCC 進展における TGFBI の役割を調査し

た。 

研究結果として TGFBI は、HNSCC 細胞の

増殖や浸潤に影響を与えなかったが，低接

着培養皿におけるスフェロイド形成を促進

することを見出した。低接着培養皿におけ

るスフェロイド形成は，がん幹細胞様性質

の１つで，partial-EMT を起こしたがん細

胞はがん幹細胞様性質を持つことが知られ

ている。 また，RNA シークエンス解析に

より TGFBI を過剰発現させた HNSCC 細胞と

コントロール細胞の網羅的遺伝子発現の比

較検討を行った。その結果，TGFBI の発現

に関わる因子として、Transgelin（TAGLN）

を同定した。TAGLN はアクチン結合タンパ

クで，大腸がんでがん幹細胞様性質に関与

することが知られている。そこで，TGFBI

によるスフェロイド形成に TAGLN が関与す

ることをレスキュー実験で証明することを

試みた。TGFBI を過剰発現させた細胞で

TAGLN の発現を shRNA でノックダウンする

と，TGFBI を過剰発現させた細胞と比較し

て、有意にスフェロイド形成能が低下する

ことがわかった。また，TAGLN を過剰発現

させた細胞で TGFBI の発現を siRNA でノッ

クダウンさせた場合，TAGLN を過剰発現さ
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せていない細胞と比べて，フェロイド形成

能が維持されることがわかった。 

以上の結果より，TGFBI-TAGLN 経路は，

HNSCC 細胞におけるがん幹細胞様性質の獲

得に寄与しており，新たな癌治療の標的に

なりうる可能性が示された。 

自己評価 

２年次後期から研究してきた「頭頸部扁平

上皮癌の partial-EMT における TGFBI の役

割」に関する内容でポスター発表を行った。

この演題に関しては，昨年の歯科基礎医学

会で初めて発表した。当時のポスターと今

回のポスターを見比べると自分の１年間の

研究成果の蓄積がよくわかったので嬉しか

った。学部の勉強と研究活動を両立するこ

とは大変で，学会においてそのことを評価

してくれる先生方が多かった。これら研究

成果は，現在、論文投稿中である。学会発

表では，日本癌学会総会ということもあっ

てクリティカルな質問が比較的多かったが，

日々論文を熟読することで得ていた知識で

対応することができた。研究内容に関して

も，興味を示してくれる先生方が多かった。

やはり，癌学会での発表は癌研究を行う上

で，非常に有意義であると実感した。 

学会参加報告 

口腔癌を含めた頭頸部癌の基礎研究者が

一同に集まる学会の一つが日本癌学会であ

るが，頭頸部扁平上皮癌におけるpartial-

EMT に関する研究は私たちのグループだけ

であった。そもそも，Partial-EMT という

現象がまだメジャーな現象でないことが原

因として挙げられる。Cellの論文で頭頸部

扁平上皮癌における partial-EMT の存在が

2017年に報告・提唱されたが，同じ頭頸部

癌の基礎研究者の間でもその論文を知らな

い人がいることも本学会でよくわかった。

しかしながら，同じ頭頸部扁平上皮癌の基

礎研究者の中には，精力的に研究を進めて

いる研究者も多くいることがわかり，研究

の多様性を知ることができた。特に，最近，

Oncogeneにアクセプトされた「頭頸部扁平

上皮癌における Hippo Pathway」に関する

研究成果に関するOral sessionを聞くこと

ができ，大変，印象に残った。私もより一

層，日々のデータと向き合い考察し，最終

的にいい論文を書いていきたいと思いまし

た。 

 

 

 

学部学生の部：学会発表 

発表者 武市 真那実（口腔保健学科4年） 

指導教員 日野出 大輔（徳島大学大学院

医歯薬学研究部口腔保健衛生学分野・教授） 

発表題目 妊娠期の口腔健康管理の重要性 

共同発表者 坂本 治美 1) 2) ,福井 誠 1), 吉
岡 昌美 2), 日野出 大輔 1)  

1) 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔保健

衛生学分野 

2) 徳島文理大学保健福祉学部口腔保健学科 

学会名 第 72 回日本口腔衛生学会学術大会 

開催場所 大阪国際交流センター（大阪市） 

発表期日 令和 5年 5月 20 日（土） 

発表方法 ポスター 

発表内容 

平成 25 年度から平成 27 年度にかけて徳島

県 N 市で実施された無料の妊婦歯科健康診

査の受診者 276 名を研究対象者とし、アン

ケート項目と歯科健診項目を調査した。定

期歯科健診受診との関連項目をχ2 検定に

て分析した結果、「定期歯科健診受診：あ

り」の関連項目として「歯周ポケット 6mm

以上：なし」「歯・口腔状態について：ほ

ぼ満足」「歯が痛む・しみる：なし」「ブラ

ッシング時の出血：なし」「歯間部清掃用

具の使用：あり」「未処置歯：なし」「口腔

清掃状態：良好」の合計 7 項目が認められ

た。また、「6mm以上の歯周ポケット」の有

無を従属変数とした 2 項ロジスティック回

帰分析を行った結果、定期歯科健診を受診
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していない群では受診している群と比較し

て歯周ポケット 6mm 以上となるオッズ比が

8.25 と有意な値が示された。 

 よって、定期歯科健診を受診している妊

婦は受診していない者と比較して、良好な

口腔状態や口腔衛生習慣を有する者の割合

が大きいこと、また、定期歯科健診受診が

6mm 以上の歯周ポケットを有さないことと

関連することが明らかとなった。したがっ

て、妊娠時の進行した歯周病を予防するた

めには妊娠前から定期歯科健診を受診する

ことが重要であり、妊娠時の良好な歯周状

態の維持に向けた対策として中・高校生な

ど早期から口腔健康管理を行うことを周知

する必要性が示された。 

自己評価 

学会参加者からの本研究へのコメントとし

て、妊婦歯科健診受診時に定期歯科健診受

診が定着していた者とそうでない者の口腔

衛生習慣及び口腔状態の比較は行っている

ものの、両群の妊娠前後の口腔衛生習慣や

口腔状態の比較は行っていないことを指摘

された。妊娠により妊娠関連歯肉炎が起こ

り、ブラッシング時に出血を認めるように

なった妊婦やつわりにより歯間部清掃用具

が使用出来なくなった妊婦もいると考えら

れる。妊娠により口腔状態が悪化した妊婦

や良好な口腔衛生習慣を保つことができな

くなった妊婦など口腔状態や口腔衛生習慣

について妊娠前後で比較する必要性がある

と考えられた。 

学会参加報告 

ポスター発表に加えて基調講演やシンポ

ジウムに参加した。基調講演は、本学術大

会のテーマである“令和の健口戦略「防ぎ

守る」”についての内容であり、歯科の疾

患予防・健口管理の現状について再考され、

近未来の歯科医療の姿について考えられた。

また、生涯 28 を支える歯科保健・歯科医

療を具現化する次なる取り組みについて議

論された。 

“歯周疾患検診等を含めた歯科健診の課

題と今後”をテーマとしたシンポジウムで

は、歯周疾患検診の実施・受診状況とその

問題点が指摘され、健診項目や検査項目、

データ管理など今後の歯科健診の方向性や

あるべき姿について検討された。“園・学

校でのフッ化物洗口の実際と成人までのう

蝕予防のインパクト”についてのシンポジ

ウムでは、フッ化物洗口の推進に関する取

組と現状及び課題、有用性と今後の推進が

示され、“歯科口腔保健医療のエビデンス

と政策を考える“では、「政策に資する研

究とは何か」という視点から歯科口腔保健

医療のエビデンスと政策について検討され

た。 

今後の大学院進学にあたり、口腔衛生学

分野での研究を推進する基礎的知識を得た

と考える。 
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